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ｃ．竹細工

竹ひごで花かごを作るワークショップを実施した。ほとんどの部会員が花かごを編んだ経験がなく、実施

は危ぶまれたが、竹細工教室の講師を招き猛特訓した。ただ、企画からワークショップ実施までには２年の

月日を要した。館内に持ち込むために竹ひごは全て煮沸消毒した。

ワークショップ当日は竹細工の講師も招き、参加者のテーブルごとにアシスタントとして部会員を配置し

た。参加者は23名（うち小学生４名）。試行錯誤しながらも参加者全員が花かごを完成させた。

小学生が母親に編み方を助言する場面も見られ、親子のコミュニケーションにもよいワークショップと

なった。

イベント開催日 イベント実施中

イベントポスター 親子で楽しく作品づくり

(３）ホタルの生育環境作りと観察会

幸いに藍染川が竹林の上部から遊歩道近くを流れ、ビオトープの池に注ぎ込んでいるが水量はわずかである。

ホタルは川岸の土の中に潜って蛹になるので、川及び川岸に近づかないようにした。ゴミ拾い及び流木竹木

の除去のみに留め、水の流れを維持した。

１年目、２年目、３年目と飛び交うホタルの頭数は増えていったが、観察会は夜なので部会員のみで歓声を

あげながら楽しんだ。来館者や他部会のボランティアに披露できないのは残念である。

(４）その他のイベント等

お花をさがそうイベントに関連して花のプレートを竹で作製し設置した。
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６．おわりに

フィールド部会の活動は、九博周辺の自然環境の保全を主な活動としている。

活動は５期生から新規スタートし令和４年に６期生が加わった。５期生は踏襲するものがなく一からの出発

だったのでその苦労もひとしおだったと思われる。

景観を損なう倒竹の片付け、浦の田遺跡の除草、遊歩道沿いの除草や落ち葉かき、イノシシ対策など５期生が

試行錯誤しながら考えた活動内容もしっかり６期生に引き継がれフィールド部会の通常活動も定着してきた。

また、館内研修や館外研修、イベントの開催などの様々な活動も５期生からのアドバイスを受けつつ、広報

課・交流課とも密に連携をとりながら無事に実施することができた。

フィールド部会での様々なボランティア活動は部会員のスキルアップにつながり、また個々人のモチベーショ

ンを上げる結果となった。

７期生のボランティア募集の際は、通常活動以外の研修やイベントについても参加者に関心をもってもらい多

くの人がフィールド部会に応募いただいたと聞いている。

令和７年度からは７期生を迎えて新たな活動を実施し、明るくて楽しいやり甲斐のあるフィールド部会にして

いきたいものである。

５期生の皆様、おつかれ様でした。
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フィールド部会と交流課の共同制作・門松の前で

令和７年の幕開け

フィールド部会員用の手作りバッジ
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展示解説部会

井上万寿美

上野 英紀

大中 忠勝

緒方美惠子

樫原 豊

河野 清美

隈本知佐子

齊藤 陽子

柴田 妙

武元 萌子

堤 愼一郎

永田 正

中村 祥子

原 統一

堀 謙一

町田 健夫

美濃部浩志

保田 和代

山内 紘

池松勢三郎

井元 純市

久坂 勘二

久保田 均

坂口 智子

坂口 博幸

坂本 義範

清水 萌

白濱 雅道

田口 光起

竹内 義子

田中 マミ

堤 武敏

中川原裕子

中島 茂樹

中村 勝弘

萩原 洋子

秦 耕司

濱坂 昭

原野留美子

平野 泰典

展示解説部会

藤井 恭子

藤井 𠮷文

三谷 絋明

宮田 俊行

山口 茜

吉用 賢治

渡邊知也子

教育普及部会

大塚ひろみ

小川 操

奥薗 由理

古賀 重俊

嶋村 恵子

田尻 絹代

田中千津子

萩原 圭司

深堀 慶子

藤本 良美

宮野 道子

植谷 智子

太田 幸子

樗木 昭寿

栗本 純子

小橋 由佳

佐久間俊夫

白濱 潤子

田中はる代

中川 紀洋

西田 京子

早川 悦子

平木アツコ

松尾冨美枝

村上 滝子

本園 利治

館内案内

日本語部会

大澤 敦子

大坪 博

霧島 豊

小島 君子

小松 和吉

斯波美津子

鈴木 健之

䄅 裕深

村山 恵子

安部 洋子

池辺真由美

和泉田玲子

岩永 純二

大田 宏志

岡松 裕子

奥野 淳子

川元美也子

木村 彰人

木村 彌生

久原久美子

古賀 修

酒井由紀子

藤 真理

西岡 絹子

野間口由利子

萩尾 慶子

森山 初美

八尋寿賀子

山内 順子

館内案内

英語部会

川﨑千夏子

小泉 順資

齋藤 勝代

田邊 史子

塚野 正純

橋川 直樹

吉廣 雅代

鹿子木一郎

幸田 祐里

坂本 龍治

迫田 俊三

定野 直美

高宮 沙織

野坂 幸子

平田 亮子

山内 文子

吉田トシ子

館内案内

中国語部会

上松 義彦

江頭 友子

篠原 千晶

孫 凱

古江 秀崇

古川 好美
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館内案内

韓国語部会

遠藤 成美

川嵜 康一

小栁 紀子

辻 真紀子

日野 秀子

小椋 云主

門野 智美

上村みさ子

古谷 律子

西村 栄子

本田 光江

光安 明美

百田真智子

環境部会

井上 貴子

上木戸美信

柿原紗千子

川島 明美

副島 忍

辻本美恵子

中島 悦郎

迎 瑞恵

本村久美子

山田 孝二

山本 美子

内山 昌久

小野なを子

久保 監

古賀俊一郎

斎田 裕子

田中 章央

堂端 弘

堂端 聖子

西村 三郎

原野 欣二

平田 惠輔

古屋敷浩二

松村富美子

蓑原 玲子

山根 和代

イベント・

サポート部会

金ヶ江芳彦

坂口千代子

吉塚 尚司

内山 留美

楠瀬 尚男

深田佐智子

山田真知子

手話部会

澤村 和子

樋口 軍時

楊井はるみ

八幡 美子

伊藤 麻美

高野 新助

二ノ宮直子

井料美輝子

内山 二美

梅嵜 照美

大川 まき

佐藤 真

田中 明実

森上 晴美

若杉 義光

渡邉 和子

学生部会

手嶋 翔一

姫野 美樹

三宅 元氣

大内田 莉紗

永井 万貴

フィールド部会

津田 史郎

丹生 秀樹

野口 恭子

花岡 正人

帆足 昌子

盛山 真紀

草野 淳二

古賀 澄子

清水 寧

下川 尚

菅 正美

根岸 秀雄

宮園 愛子

村野 真澄

資料整理部会

井上 博人

江藤とし子

高武 智子

式田 睦子

白壁 昭子

服部 典子

松尾 昌世

松村 寛志
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　この報告書は、「来館者にもっと楽しんで欲しい」「来館者にもっと九博を知っても

らいたい」「もっと九博の活動の力になりたい」と、日々、来館者のために、九博の

ために活動していただいた九州国立博物館ボランティアの活動の記録です。

　この活動の記録がこれからの九博でのボランティア活動の発展に少しでも寄与でき

ればと思っています。

　またこの報告書を通して、九博のボランティアやその活動が一人でも多くの方に

知っていただければ幸いです。

九州国立博物館交流課　　　　　

田中　健太

二瀬　早苗

髙橋ちひろ

九州国立博物館ボランティア一同
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